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1. 研究の背景と目的 

 歩行者横断中事故の発生場所は、交差点のみならず

道路単路部も挙げられる。単路部横断においては、歩

行者は一度の横断距離の長さや、左右の接近車両を同

時に確認する必要がある。横断開始の判断を見誤ると、

特に横断後半部で車両と接触する危険性が高まる。単

路部横断における歩行者の横断判断を容易にし、横断

後半部での事故率を減少させる解決策として、道路中

央部に交通島を設置した二段階横断方式が有効である。

二段階横断施設により、歩行者は一度での横断距離が

短縮されること、また安全確認は片側のみでよいこと

等から、横断判断を誤るリスクの減少が期待されてい

る。また、交通島設置に伴う幅員減少により車両速度

が低下する効果も考えられる。 

 本研究では、二段階横断方式が歩行者にもたらす影

響を明らかにするために、歩行者の首振り挙動に着目

し、その特性を明らかにする。 

 

2. 二段階横断施設における横断実験の概要 

 本研究では、二段階横断施設が整備された宮崎県川

南町の国道10号において、歩行者の横断時の首振り挙

動を獲得する歩行実験を実施した。この地域では、沿

道にスーパーマーケット・ドラッグストアなどの商業

施設があり、以前から乱横断の多発により車両との歩

行者事故が多発していた区間である。 

 歩行者は、首振りセンサーと視野カメラを装着した

状態で、当該横断歩道を横断する。実験では高齢者・

若年者をあわせた22名の被験者が、起終点の組み合わ

せを変えながら、合計 24 回（同じ起終点の横断は 3

回づつ）の横断を行い、横断時のデータ等を取得した。

機器の不調・中断などによりデータとして使用可能な

首振りデータは19名、視野映像データは21名であっ

た。表-1 に横断実験の概要を示す。 
 

表-1 実験の概要 

日時 2015年 11月 14-15日 

場所 宮崎県川南町（国道10号） 

被験者数 22名(若年者11名、高齢者11名) 

実験回数 1人あたり24回横断 

 
図-1 対象とする二段階横断施設 

 

 
図-2 実験時の様子 

 

3. 歩行者の首振り挙動 

 歩行者の首振りの特徴をみるために、首振りの定義

を示す必要がある。ここでは、歩行者の首振りは、首

振り角度が 20 度より大きいものとした。得られた首

振りデータをその角度の大きさによりフィルタリン

グすると、全被験者合計で2379データとなった。 

 歩行実験にて取得したデータより、解析対象となる

横断は 1007 件みられた。そのうち、接近車両の影響

で歩行者が停止した件数は536件である。この536件

の歩行者停止中にとった首振り方向を、接近方向と反

対方向に分類する。 

 横断停止部での歩行者首振り方向割合を図-3 に示

す。停止部での首振り方向は、接近方向ではなく反対

方向への首振り挙動が多いことがわかる。 
 

 
図-3 停止部での被験者の首振り方向 

 

 被験者が反対方向への首振り挙動を多く示した要

因を明らかにするため、横断停止部の首振り方向を横

断前半部と横断後半部に分類する。歩行者が停止した

536件のうち横断前半部での停止は293件、横断後半

部での停止は243件であった。それぞれの停止部での
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首振り方向割合を図-4 に示す。横断前半部・後半部と

もに反対方向への首振り挙動が多いことがわかる。 
 

 
図-4 横断前･後半部の歩行者の首振り方向 

 

 横断前半部・後半部に分類し首振り挙動を比較した

が、明解な違いを明らかにできていない。二段階横断

方式の特徴である交通島での歩行者首振り挙動特性

についてさらに検討するため、横断後半部での首振り

挙動に着目する。横断後半部では車両は歩行者の左方

向から接近する。反対方向への首振り挙動が多い要因

は、歩行者の体の向きが車両接近方向である左方向に

傾いたことが考えられる。はじめから左方向を向いて

いると、車両接近方向を見ても首振り挙動としてカウ

ントされない。一方で、横断先を見た場合は、右を確

認したとカウントされる。こうした影響を考慮するた

め、カメラデータより歩行者の体の向きと首振り角度

を照合し、歩行者が実際に左右どちらを向いたか検証

する。交通島停止中の歩行者の体の傾きは横断ケース

ごとに異なっていた。 

 首振りセンサーとカメラデータ照合時に体の傾き

の大きさによる違いを考慮するため、カメラデータよ

り歩行者の正面方向を4段階に分類した。図-5 に示す

とおり、正面方向１で 0度～左 15 度、正面方向 2 で

左 15度～左 45 度、正面方向 3で左 45 度～左 60度、

正面方向4で左 60度以上と分類した。 

 また、横断方向の違いも考慮する。交通島で停止し

た242件のうち、交通島からE方向への横断は129件、

交通島からW方向への横断は113件であった。 
 

 
図-5 正面方向の分類 

 

 正面方向別の角度補正後の左右首振り方向の割合

を図-6 に示す。歩行者の正面方向で角度補正を行うと

補正前に比べ、接近車両方向である左方向割合が増加

している(図-7)。この結果より、歩行者の首振り方向

に反対方向が多い要因として、歩行者の体の向きが左

に傾いたことが考えられる。首振り角度補正後でも

1,2方向で接近車両方向とは反対方向である右方向が

過半数を示している。カメラデータより交通島停止中

で右方向を見た要因を明らかにする必要がある。 
 

 

 
図-6 補正後の首振り割合 

 

 
図-7 補正前後の首振り方向の比較 

 

4. おわりに 

 本研究では、二段階横断施設による効果の表現とし

て、二段階横断施設横断時の歩行者停止中での首振り

方向の分析を行った。歩行者の首振りについて、本来

ならば首振りは接近車両方向のみで良いと考えられ

るが、実際の首振りデータをみると、それが接近車両

とは反対方向の方が多い結果であった。考えられる要

因として、歩行者の身体の向きが考えられるため、そ

の補正を行った結果、接近方向への首振りは多くなっ

た。ただ、これでも反対方向への首振りをするケース

も見られるため、今後は正面方向と角度補正後でも反

対方向への首振り挙動を示したケースについて、詳細

に分析する必要がある。 
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